
市民会館跡地「暫定広場」
みんなで育てるワークショップ
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エリア整備イメージ

至ＪＲ茨木駅

至阪急茨木市駅

茨木市役所

元茨木川緑地
北グラウンド

新施設

芝生の広場や、緑に囲まれた公園、
ｶﾌｪや憩いのｻｰﾄﾞﾌﾟﾚｲｽ

※「茨木市市民会館跡地エリア活用基本構想」に基づき作成したイメージ図です。

広場

広場

まずは、市民会館跡地活用について・・・
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人が滞留し、マルシェや
イベントなどが実施され
る賑わいの交流空間とし
て整備

（2025年度頃完成予定）

グラウンドとして整備
（2020年度末頃完成予定）

芝生広場の設置などにより、
街中でありながら、憩える
サードプレイスとなりうる空間
として整備

（2023年度頃完成予定）

中央通り

全体ゾーニングイメージ

まずは、市民会館跡地活用について・・・
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年度 内容

2016年度 ｱﾝｹｰﾄ、100人会議

2017年度 基本構想

2018年度 基本計画、社会実験、元市民
会館解体

2019年度 事業者募集、選定、元市民会
館解体

2020年度 設計

2021年度
～2022年度

第1期ｴﾘｱ（ｴﾘｱA+B）工事

2023年度 第1期ｴﾘｱ完成、開館、福文解
体

2024年度 福文解体、第2期ｴﾘｱ（ｴﾘｱ
C+D)工事



さて、それでは今日のお題。

そもそも、

「暫定広場」ってなに？
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現在、解体工事を進めている元市民会館
（と人工台地）。

来年3月頃には工事が
終わり、ひとまず更地に
なる予定。
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・・・ひとまず？

ひとまず【一先ず】
（副）とりあえずそこで一区切りをつけるさま。「ここは-ひきあげよう」

三省堂 大辞林
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■市民会館跡地エリア整備全体スケジュール

【第一期整備（令和2～5年）】
・敷地Ａに新施設を建設

・敷地Ｂを広場として整備

【第二期整備（令和6年～）】
・敷地Ｄの福文解体
（その際、敷地Ｃ及び市民会館跡地は、

工事ヤードとして利用予定）

・敷地Ｃ，Ｄを広場として整備
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「暫定（的な）広場」

でもって、「暫定」だけに、
ここでいろんな活動を試したら、本整備の参考になるかも！

ざんてい【暫定】
正式に決定するまで仮にさだめること。臨時の措置。

三省堂 大辞林

昨年の社会実験『ＩＢＡＬＡＢ』の発展版！

（仮称）『ＩＢＡＬＡＢ+』（イバラボ プラス）

として、来年以降のクラウドプロジェクトでも
一つの“場”として使えるはず！

だったら、

として整備しよう。
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ということで、元市民会館の解体後、
「暫定広場」を作りたいと思っています。

～設計して、工事して～

必要な時間を想定すると、だいだい来年
の秋ごろには、オープンできるかな。
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元市民会館解体工事

暫定広場設計 暫定広場工事

（令和１年） （令和２年）

利用開始！
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今日は「暫定広場」について、
「使い方」、「デザイン」の２つの視点で、
みんなで考えて、設計につなげていく
ワークショップをしたいと思います。

ちなみに、今日のワークショップの結果は、事業者さんと相談して設計に落とし込んでいきます。
もちろん、法律的な側面やお金の面からできないこともきっとありますが・・・

あと、ＩＢＡＬＡＢで経験済みの方もいらっしゃいますが、今回もみんなでできることは
みんなでつくります！

ベンチ作ったり・・・ こたつ作ったり・・・
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前提条件整理とイメージ共有
さて、

12



道路面とフラットな約1500㎡の広場となります。奥には100㎡の
防災倉庫を設置し、一部を広場用にも使う予定です。
表面は芝生や人工芝による仕上げを考えています。

人工台地を復旧しないため、道路から
見ると地盤面が2～3m下になり、ちょう
ど南グラウンドのような感じになります。
カラー舗装等による表面仕上げを考え
ています。

【 暫定広場 前提整理 】

※市民会館跡地と人工台地は、高低差があり、また水路を介するため、直接移動できません。（【人工台地 下】が低い）
そのため、一度、府道へ出てから出入りする必要があります。



ダブルダッチやパフォーマン
スの練習している人がいて、
そしてそれを眺める人がいて

【 暫定広場 日常的な使い方のイメージ例 】

ベンチに座ったりお茶飲んだり



【 暫定広場 イベント的な使い方のイメージ例 】

マルシェや飲食イベント

簡単なステージと演奏会



（参考）ＩＢＡＬＡＢで得られたキーワード

• イベントなどの「非日常」を楽しむ場であると同時に、「憩
い」や「日常」の延長という視点も大事。

• 使いたくなるようなデザイン。周囲から「見える」ことも大事。

• 完成形ではなく、運べるベンチや動かせるステージなど、
皆で考えて形を変えることができること。

• 「コタツ」のような、人と人を結びつけるツールがあること。
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ワークショップテーマ１

【 使い方を考える 】 20分

暫定広場でやりたいこと、使い方を考えてみよう。

（15分でアイデア出し、5分でグループ共有）

• 図面を眺めながら、「こんな使い方ができたらいいな」や「こんなことやり
たい」、というアイデアを皆で自由に書き出しましょう。

• 「イベント編」と「日常編」とに分けて考えましょう。

• アイデアはふせんに書いてベース図に貼り付けても、絵や落書きで直接
書き込んでもＯＫ！

• 「市民会館跡地」と「人工台地 下」の二つのエリアは、分けて考えるのも、
一体として考えるのもアリ。

• グループ内で共有しながら、似たアイデアをグループ分け
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ワークショップテーマ２

【 デザインを考える 】 20分

考えた「使い方」をするには、
どんなものがあったらいい？どんなデザインがいい？

（話し合いながら15分でアイデア出し、残りの5分で共有とまとめ）

• グループごとに「イベント編」か「日常編」のテーマを選びましょう！

• 使い方アイデアを実現するためには、広場としてどんなものがあったらい
いか考えて、ふせんに書いて貼り付けましょう。
（ベンチ？ステージ？木陰？水道？電気？などなど）

• デザインについても考えてみてください。
（見通しは良いほうがいい？見えないほうが落ち着く？照明は？地面の
仕上げは？どんなデザインが使いやすい？などなど）

※ふせんの色はテーマ１とは変えてください
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• 「イベント編」、「日常編」ではどんなアイデアがありましたか？

• どんなものがあるといい？どんなデザイン？それはどんな理由？
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ワークショップテーマ

【 全体共有 】 10分

各グループから出た意見を発表していただきます。



【 暫定広場 ベース図 イベント編 】
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【 暫定広場 ベース図 日常編 】
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